














谷崎潤一郎の未発表書簡も見せていただくことができた。水野鋭三郎は松子の父森田安松と友人 松子が根津清太郎 離婚し、谷崎と結婚するについて、両者のあいだに入っていろいろな取りはからいをしてくれた、 と谷崎にとっての恩人である。
水野鋭三郎の姉イワは、広島県芦品郡駅家村大字江良（現、福山市
駅家町江良）の卜部兵兵衛の四男で酒造業をはじめた譲介に嫁しており、その譲介とイワの四男の詮三は、 の長女 の姉の朝子と結婚している。詮三は一八九四（明治二十一）年十一月八日生まれであるが、いったん一九〇七（明治 十）年三月に芦品郡宜山村字大橋九拾六番屋敷の高田福三郎に養子に行ったが すぐ 卜部家へ帰ている。早稲田大学を卒業して、一九二一（大正十）年 二月二 四
日には、大阪市西区新炭屋町三十九番地の森田安松長女朝子と婿養子縁組の婚姻届を届け出ている。
したがって、水野家と森田家とは縁戚関係でも結ばれており、森田
詮三は水野鋭三郎の甥ということになる。そんなことで 詮三は谷崎よりも二歳年下ではあるが、森田松子と結婚したことにより、谷崎にとっては義兄ということになり 谷崎は卜部家とも縁戚関係 結ばれるこ になった。江良の名家であった卜部家 は、谷崎も何か お世話になったようである。
卜部家には、総本家によって書き残された家譜である『系譜』が残






























を継いだ詮三が出たのは、東卜部の家系である。東卜部の初代は一八三五（天保六）年五月二十六日に八十五歳で亡くなった卜部丈右衛門義卿で、法号は泰樹院義卿日寛居士。そ 後に一八四八（嘉永元）年三月二十六日に六十六歳で亡くなった兵三郎吉清（法号、演暢院宗実日相居士） 、一八六七（慶応三）年四月 三 六 歳で亡くなった兵兵衛惟盈（法号、常観院自得日敬居士）とつづき、兵兵衛の四男がイワの夫の譲介である。
譲介は東京大学の前身の大学南校を卒業した、才智に優れた人物
だったようである。はじめ他家に養子 出されたけれど、この子なら卜部家を盛り立ててくれるだろうと生家に呼び戻されて 東卜部家の財産の三分の一を分け与えられ、分家して酒造業をはじめた 土地で

















はこの六月（二〇一七年）に完結したが この決定版全集は谷崎が書き残した本文、および谷崎家 残されていた創作ノートやメモに関してはほぼ完璧に編集することができた。し し 残念 ことには書簡の巻がふくまれていない。 家 書簡は伝記研究、そ 品解釈 重要な意味をもつことは うまでもない 、これまでの研究によっ も明らか ように、谷崎の場合には作品を読み解くうえ いっ う重要なものとなっている。そして、谷崎にはまだまだた さん未発掘の書
簡があると推測され、それらをすべて虱つぶしに収集するためには大変な労力と費用を要することはいうまでもない。
また今日の出版事情を考えるならば、いかに谷崎が近代文学を代表



























































































































































































































































めに甥の資治がその養子になっているが、譲介のはじめた酒造業は、実質的 資治が継ぎ、酒卜部は譲介、資治、貞寛と三代にわたって酒造業を営んだ。譲介は一九二七（昭和二）年十月二十四日に七十歳で亡くなっており、法号は宝珠院仁譲日顕居士であ 。譲介の長男卓江は三井物産の重役を勤め、宗五郎は村の 弟の教授をしていた 伝えられている。
また書簡中に名前の見える龍雄は、 治の弟で、譲介とイワの五男







命名揮毫す（中略）いづれ 妾が頼まれしも なれば借りしも 漸く









子の同棲がスキャンダルと 大阪の小新聞に報じられたとき、森田家の戸主である詮三 勤務する三菱商事から「監督不行届」の叱責をうけ減給処分になったそうである。また森田家では根津商店へ 銀行などの連帯保証もあり、その倒産後には森田家の 財 も抵当 差し押さえ処分があったといい 松子の件では 立腹 、この件で夫婦喧嘩も絶えなか ようである。
一九三七（昭和十二）年七月一日に詮三は東京へ転勤となり、それ



































十二月廿六日    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
谷崎潤一郎
卜部資治様
















































郎の姉であり、森田家の当主詮三の実母イワのことである。イワ（岩）は、沼隈郡松永町の水野欽一郎の五女として一八六六（慶応二）年八月十五日に生まれている。これはイワの死去に際して お悔やみの手紙であるけれど、イワが亡くなったのはこ 年の一月三十日である。数え年七十八歳ということにな が、法号 宝乗院妙温日信大姉。松子との結婚に際して多大な力添えをうけたイワの弟水野鋭三郎はそ前年の昭和十六年にすでに亡くなっ た れど、 は松子の実家の森田家 当主の実母 も当たるわけ 谷崎としても丁重な挨























拝啓其後御無音に打過候処御健勝大慶に存上げ候貴地も森田家等の疎開にて御賑かの事と存扨或はすでに 聞及びかと存候へ共私共一家も今度いよ〳〵当地家屋を松平子爵 貸し申し我等は松平子の作州津山旧藩邸へ一時落着き然る後同市附近に可然家を（なるべく借家）を捜し暫時戦禍を避け度と存候それニ付津山地方にもし誰方か御懇意の御方にても御ありなされ候 ゞ御紹介 与り度御願申上候もはや荷物の発送も大体相すみ候 今月中に熱海出発
　
阪神魚


















の手紙である。これによると松子の長姉朝子の森田一家は、東京から詮三 実家の 芦品郡駅家村江良へ疎開していたことが分かる。詮三は三菱商事に勤務していたので、疎開した は朝子と子供たちであったのだろうか。谷崎は一九四四（昭和十九）年四月に熱海の別荘へ家族も疎開するよう したが、昭和二十年になって戦局の緊迫化にともない本土決戦の様相を呈 はじめ、熱海は敵軍の上陸地点と目されるに至り、再疎開することにした。
まず松子の妹の重子の夫渡辺明が作州津山十万石の藩主第十四世松
平康民の庶子であったところから、その縁を よりに津山に疎開する










長く滞在するわけに行かなかったので 七月のはじめ同県真庭郡勝山町新町（現 の真庭市勝山三〇七）小野 る方へ転居。この年の暮れになって谷崎は再度同じ勝山 なかの今田ツネ方に転居して るが、一九四六（昭和二十一）年五月末に京都へ引っ越しす まで勝山で疎開生活をしていた。
この書簡は酒卜部の資治宛ではなく、西陣屋の龍雄宛になってい
る。森田家の朝子たちが疎開していたのは親戚 中陣屋の離れ あったというが、龍雄の家はその中陣屋の近くにあった。龍雄 人の世話をよくしたというから、この疎開騒ぎにも商売 忙しかったろう兄代わって、一族の面倒をみてやっ のだろう。中陣屋がどこ ら分かれたものか、詳し ことは分から けれど、酒卜部の墓所内に六、 七墓があったというから いずれ東卜部 何代目かに分家したものと思われる。しかし 大阪市立大学出 開業医で、キューブラ・ロ
スのワークを日本にはじめて取り入れたという文麿という方が当主であったが、もう亡くなられてしまって詳しいことは分からなくなってしまったという。
書簡中の「みどりちやん以下子供たち」とあるのは、朝子の子供た















































































ある。松子の妹の信子と松子が前夫根津清太郎とのあいだにもうけた根津清治のふたりが卜部家を訪ねているが、何かの用事があったのかどうか分からない。 「まことに厚ましく候へ共小生好物の飲料其他何に依らず御手配被下候ハヾ幸甚」とあるところから 主なる目的は食料品や物資の調達であったと思われるけれど、文面によれば、ふたりは十一月の二十三日に訪ねて、江良の に四泊して二十七日に帰宅している。
帰宅後の清治からの情報により、譲介 末っ子で六男の、山脇家へ
養子にいった行平の戦死を知らされている。資治にとっては、龍雄のすぐ下の弟である。山脇家は三原 資産家であるが、現在は三原を離れ、広島に引っ越しされているという。行平は、戦争が終わり復員中、川に転落 るという事故に遭って亡くなったそうだが、すでに子供も









































































































































































全を併発して、湯河原の湘碧山房にて逝去した。八月二日虎の門福田家にて通夜、三日青山葬儀場にて葬儀が執り行われ、九 十五日に京都鹿ヶ谷法然院に納骨された。その埋骨 滞 なく済んだ通知の挨拶状で、これは印刷されたものである。消印は十一月十八日であるが、日付は九月二十七日となっている。これまでどこにも紹介されていないようなので、こ 掲げておい 。
卜部家は、その後、総本家の川端卜部は八代目の豊治郎（司）が大
阪に出て、九代目 大八も京大を出 小松製作所に勤務し、越金屋卜部も中国新聞に勤務して広島に居 構えら 、それぞ に近年墓じまいし、屋敷も処分されたという とである。資治の亡きあと 酒造業を継 だ酒卜部三代目の貞寛も二〇一一（平成二十 ）年八月十三日に亡くなった。貞寛の存命中、腕 い杜氏が病に倒れ 単独酒造りをつづけることができなくなったとい 現在はその後を継
いだ長男の修治さんはもはや酒造りから身を引いて、岡山に住んでいらっしゃるという。
谷崎潤一郎の没後五十年も過ぎて、その著作権も切れた。またコン
ピュータの出現やＡＩ 登場によって、文学そのものの社会的な位置づけも大きく変化 てきて る 確実にひとつの時代が終わろうとしている れど、次に来る新しい時代がどのようなも か、私たち旧人類にはなかなか想像もつかない。しかし、三百年にわたる江良の卜部家の繁栄の歴史に照らしても、ここでひとつの時代の大きな区切 目を迎えていると うことが強 実感させられる。付記本稿の資料はすべて卜部幸子さんからの提供 よっ おり、たびたびの問い合わせにも快く応じていただいた卜部幸子さんの情報によって構成されたものです。ここに卜部幸子さん 厚く感謝 意を表ます。
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